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災害時　 の『共助』力を
　　　　　　　　 高める～知っていま            すか？ 

       「災害時            要援護者支援制度」～
　町では、風水害や地震などの災害時に、自力で避難が困難な方（災害時要援護者）が迅速か
つ安全に避難できるよう、地域ぐるみの助け合いの制度（災害時要援護者支援制度）を推進し
ています。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は

　

町
で
は
、
災
害
時
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
た
め
、

平
成
21
年
４
月
か
ら
『
災
害
時
要
援

護
者
支
援
制
度
』
と
し
て
、
災
害
時

に
一
人
で
避
難
で
き
な
い
方
を
対

象
に
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難

支
援
を
行
う
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
、
一
人
で
避
難
が
で
き
な
い

方
（
災
害
時
要
援
護
者
）
の
情
報
を

事
前
に
町
の
災
害
時
要
援
護
者
支

援
台
帳
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
近
隣
の
住
民
の
方
な
ど
に

よ
る
災
害
時
の
避
難
支
援
や
安
否

確
認
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、平
常
時
に
は
「
声
か
け
」
や
「
見

守
り
活
動
」
な
ど
に
も
役
立
て
る
も

の
で
す
。

　

平
成
25
年
３
月
末
現
在
、
災
害
時

要
援
護
者
支
援
台
帳
の
登
録
者
は

４
３
８
人
で
す
。

　

ど
ん
な
人
が
登
録
で
き
る
の
か

　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳
に

登
録
で
き
る
方
は
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
自
ら
の
力
や
家
族
の
支
援
だ
け

で
は
避
難
が
困
難
で
、
何
ら
か
の
助

け
が
必
要
な
方
で
す
。
基
本
的
に

は
、
一
人
で
避
難
で
き
な
い
方
は
誰

で
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

地
域
支
援
者
の
登
録
促
進
を

　

呼
び
か
け
ま
す

　

災
害
時
要
援
護
者
に
は
、
災
害
時

に
避
難
情
報
を
伝
え
た
り
、
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
を
す
る
「
地
域
支
援

者
」
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

町
は
提
出
さ
れ
た
申
請
内
容
を
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳
に
登

録
し
、
台
帳
を
基
に
要
援
護
者
の
個

別
支
援
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
が
、

こ
の
計
画
書
に
は
、「
地
域
支
援
者
」

を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
援
者
は
、
原
則
と
し
て

要
援
護
者
の
近
隣
の
住
民
の
方
（
顔

な
じ
み
の
方
）
に
お
願
い
し
ま
す

が
、
こ
の
地
域
支
援
者
を
決
め
る
に

は
、
ま
ず
は
要
援
護
者
の
方
に
お
話

を
伺
い
ま
す
。
そ
し
て
町
が
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
適
任
者
を
推
薦
し

て
も
ら
い
、
地
域
支
援
者
に
な
る
方

か
ら
同
意
を
も
ら
い
決
定
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
す
ぐ
対
応
で
き

る
の
は
、
近
隣
の
住
民
の
方
で
す
。

要
援
護
者
の
近
隣
に
住
ん
で
い
る

顔
な
じ
み
の
方
が
地
域
支
援
者
と

な
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協

力
し
な
が
ら
要
援
護
者
を
普
段
か

ら
見
守
り
、
災
害
時
に
支
援
を
行
う

こ
と
は
、
要
援
護
者
に
と
っ
て
は
と

て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
安
心
感
を
生
み
、地
域
の
『
共
助
』

力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
ご
近
所
に

お
住
ま
い
の
地
域
支
援
者
の
ご
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

町
で
は
、
地
域
支
援
者
を
近
隣
の

住
民
の
方
に
依
頼
す
る
活
動
を
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
進
め
て
い
ま
す
。
６

月
は
台
帳
登
録
者
を
対
象
に
個
別

訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　

制
度
の
目
的
に
賛
同
い
た
だ
け

る
方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員による
訪問活動を行います！！

　６月は、災害時要援護者訪問調査の重点訪問期間で
す。すでに災害時要援護者支援台帳に登録している方
を対象に登録内容の確認と、要援護者を支援する「地
域支援者」への活動の呼びかけを行いますので、皆さ
まのご協力をお願いします。なお、訪問する民生委員・
児童委員は必ず身分証明書を携帯しています。ご心配
の場合は町役場にご確認ください。

■お問い合わせは役場健康福祉課へ 296-1241
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■制度を利用するにはどうしたらいいの？
　災害時に支援を受けるには、あらかじめ災害
時要援護者支援台帳への登録が必要です。登録
しておけば、支援が必要な方ということで事前
に把握でき、町、民生委員・児童委員、地域支
援者が安否確認や避難支援などをしやすくなり
ます。また、平常時から「声かけ」などの見守
り活動もできます。
　登録したい方（要援護者）は、役場健康福祉
課に備え付けてある「鳩山町災害時要援護者登
録申請書兼外部提供同意書」に必要事項を記入
し町に提出していただきます。この際、本人が
自書できないときやご自身で判断できないとき
は、家族などが代理で申請できます。
　また、登録の促進を図るため、民生委員・児
童委員、消防団、社会福祉協議会などの訪問に
より、本人（代理申請可）の同意のもとに申請
の手続きを行うこともできます。申請書類を訪
問した民生委員・児童委員に預けて登録できま
す。

■登録する内容は？
　住所、氏名、電話番号、緊急
時の連絡先、その他災害時に役
立つと思われる情報などです。
　個人情報は、同意をいただい
た関係機関（町、消防組合、民
生委員・児童委員、社会福祉協
議会など）や関係者のみに提供
し、それ以外に提供することは
ありません。

■問合せ
障がいのある方：
　役場健康福祉課 296-1241
高齢の方：
　町地域包括支援センター
　　　　　　　　 296-7700

鳩山町災害時要援護者支援制度のイメージ

①台帳の申請・登録①台帳の申請・登録

警察署・西入間広域消防
組合・地域の自主防災組
織、民生委員・児童委員、
町社会福祉協議会など

鳩山町

災害時要援護者
（障がい者、高齢者など）

近隣住民などの
地域支援者

②台帳登録

⑤必要な情報
   の提供
⑤必要な情報
   の提供

③同意③同意

⑥見守りや声かけ、安否
　確認、避難時の支援
⑥見守りや声かけ、安否
　確認、避難時の支援

協力協力

④台帳などの写しの送付④台帳などの写しの送付

「地域支援者」の活動にご協力ください！
■地域支援者は、どんなことをすればいいの？
（１）災害時には、要援護者のお宅に行き、安否確認、情報伝達、避難誘導などを行っていただきます。
　　　※災害時には、まずご自身の安全を確保し、できる範囲で結構ですので支援を行ってください。
（２�）平常時には、「声かけ」などの見守り活動を行ってください。また、要援護者が何か困っている
ことがあれば、町や民生委員・児童委員にご相談ください。

■地域支援者は、活動をする上で何に気をつければいいの？
　支援以外の目的で、申請書に記載された個人情報、支援活動上知り得た個人情報を他に漏らしては
いけません。活動をしなくなった後も同じです。また、申請書の写しは、関係者以外に内容を知られ
ないように厳重に保管してください。


